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杉浦市議が代表質問

議
会
内
外
で
憲
法
を
生
か
す
市
政
へ
奮
闘

こ
れ
ま
で
市
長
は
、
市
の
独
自
施
策
を
次

々
削
減
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
和
な
暮

ら
し
を
守
る
立
場
か
ら
、
安
倍
政
権
の
改
憲

に
対
す
る
考
え
を
問
う
た
杉
浦
市
議
の
質
問

に
対
し
て
、
憲
法
９
条
に
第
３
項
を
書
き
込

む
安
倍
政
権
の
姿
勢
を
追
認
す
る
答
弁
を
行

い
ま
し
た
。

憲
法
第
25
条
（
生
存
権
の
保
障
）、
第
９

条
を
守
り
、
市
民
の
暮
ら
し
に
寄
り
そ
う
市

政
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▶�

右
か
ら
岸
本
市
議
、
立
道
市
議

◀
右
か
ら
石
黒
市
議
、
林
市
議

市
民
と
作
り
上
げ
て
き
た

施
策
を
守
れ

新
年
度
予
算
で
は
、
重
度
障
が
い
者
の
タ

ク
シ
ー
・
ガ
ソ
リ
ン
助
成
制
度
や
福
祉
バ
ス

の
予
算
を
削
減
。
社
会
的
弱
者
へ
の
施
策
を

　昨年11月に市が示した支所機能の削減や防災、公民館機
能の見直し計画に対し、市民に不安が広がり、自治連合会
を中心に反対署名も取り組まれています。２月議会でも、
党市議団を含め多くの議員から問題点が指摘され、市
長も「充分な説明ができていなかった」と認めまし
た。

　しかし市は、この３月からの「公民館の地域による自主
運営」モデル事業の開始を提案。党市議団は偽装請負など
の疑念もあり見直しを求めましたが、スケジュールありき
で実施されました。
　市は、地域の課題解決や公民館などの運営を住民まかせ
にするのではなく、まちづくりに責任を果たすべきです。

市
長
が
や
り
た
い
こ
と
に

偏
る
予
算

市
長
は
、
そ
の
ほ
か
介
護
保
険
料
な
ど
市

民
に
負
担
増
を
求
め
な
が
ら
、
思
い
つ
き
の

「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
構
想
」
や
外
国
人
観
光
客
の

集
客
に
多
額
の
予
算
を
投
じ
、
そ
の
た
め
の

道
路
整
備
や
、
セ
ー
ル
ス
の
た
め
の
海
外
渡

航
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

人
が
訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
は
、
大
津
に
住
む
市
民
が
生
き
生
き
豊

か
に
暮
ら
す
姿
を
通
し
て
、
来
訪
者
に
大
津

の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
こ
そ
大
切
で

す
。

※
杉
浦
市
議
は
他
に
、
国
民
健
康
保
険
、
民
泊
、

い
じ
め
相
談
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
を
決
め
る
２
月
通
常
会
議
が
終
了
し
ま
し
た
。
安
倍
政
権
の

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
が
始
ま
っ
て
５
年
、
大
企
業
の
利
益
は
２
・
５
倍
に
増
え

た
一
方
で
、
国
民
の
平
均
実
質
賃
金
は
年
収
ベ
ー
ス
で
16
万
円
も
低
下
し
、
格

差
が
い
っ
そ
う
広
が
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
税
金
は
市
民
の
た
め
に
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
さ
ら
な
る
消
費

税
増
税
、
社
会
保
障
削
減
が
計
画
さ
れ
る
中
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
市
政
を

と
奮
闘
し
ま
し
た
。

リュウミンR

身近に支所があ
ってこそ「住み続けられる」まち

高齢化・防災…安心のまちづくりを

後
退
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。

ま
た
大
津
市
で
は
、
就

学
援
助
の
新
入
学
準
備
費

が
国
基
準
の
２
分
の
１
し

か
支
給
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
一
方
、
ひ
と
り
親
家

庭
へ
の
新
入
学
祝
い
金
を

２
０
１
９
年
度
か
ら
廃

止
。
削
減
で
は
な
く
援
助

の
拡
充
こ
そ
が
急
が
れ
ま

す
。

こ
ん
な
税
金
の

使
い
方

ま
ち
が
っ
て
る
！

ま
ち
が
っ
て
る
！

市
民
の
た
め
の�

を

予
算
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　国に先駆けて英語教育を始め
た「成果」を強調。多忙な教員
にさらに負担となる研修を実施
すると答弁しました。

市は

税額決定通知書への個人番号記載、
保育について

その他の質問項目

　2020年から小学校で英語が教科化されます。こ
れまで大津市は、現場の意見を取り入れないま
ま、高額な教材を購入し英語教育を進めてきまし
た。
　たてみち市議は、授業の実態把握や、資格を持
たず英語教育を行う教員の負担軽減に取り組む必
要があることを指摘し、市の姿勢を質しました。

現場の負担解消を！―小学校英語教育
たてみち秀彦 市議

市
が
購
入
し
た
英
語
教
材
。
使
い

勝
手
が
悪
い
な
ど
批
判
の
声
も

　今年１月、市は突然、３月末で支所
臨時職員の雇用打ち切りを提案。対象
の職員は多くが女性で、長年、市民サ
ービスを支えてこられました。
　岸本市議は、切りやすいところから
切るという手法は、すべての職員の市
長への不信を深め、モチベーションを
低下させると追及。解雇は撤回されま
したが、非正規職員が全体の約４割と
いう職員構成にも問題があります。

　市は、労働者の保護やサービス利用
者の安全確保、地域社会への影響など
様々な問題が指摘されている「シェア
リングエコノミー」（※）を広げる取り組
みを始めています。
　林市議は、福祉施策を減額・廃止し
ながら、特定の民間事業者に便宜を図
る事業だと指摘。税金の使い方をあら
ためることを求めました。

※インターネットを介して個人の遊休資産の貸し出しや労働力の提供などを仲介するサービス。

　臨時職員は１か月
前までに解雇を伝え
れば良いと、冷たい
答弁に終始。

市は
 「共助」の仕組み

の充実につながるな
どとして方針を変え
ませんでした。

市は

支所再編、公民館のあり方、
志賀北部の活性化について

その他の質問項目

災害時要支援者の避難、大津駅
ビルのバリアフリーについて

その他の質問項目

「女性活躍推進」はパフォーマンスか仲介業者の営業活動に税金投入!!
岸本のり子 市議林まり 市議

　介護サービスを必要とする高齢者が増加
する一方、介護職員の不足が大きな課題と
なっています。家族の介護のために退職せ
ざるをえない状況をなくすためにも、職員
確保は緊急の課題です。
　石黒市議は、介護職員の賃金が他の職業
と比べて月10万円近く低いことを示し、市
として処遇改善を行うよう求めました。

　国がするべ
きで、市独自
には考えてい
ないと冷たい
答弁でした。

市は

介護職員の賃金アップを
石黒かづ子 市議

介護職と全産業の平均賃金比較〈2016年〉

（厚生労働省データより作成）

介護支援専門員　
（ケアマネージャー）

ホームヘルパー

全産業平均

100 （万円）20 30

30.4万円

20.7万円

25.3万円

〝国民健康保険料の引き上げやめて�〟
　新年度から国保制度が都道府県単位化され、市は保険料
を、モデル世帯（※）で5.1％アップの37万1,000円に引き上げ
る見込みです。市民からは「払える保険料に」「減免制度の
充実を」と請願が提出されましたが、賛成少数で否決されま
した。
　制度が変わっても保険料の決定権は大津市にあります。国
も住民負担に配慮するよう求めていることからも、市は社会
保障制度であることを認識し、保険料を値上げすべきではあ
りません。

市民の請願に　　・　　・　　　が反対自民 公明 民進系

※所得200万円、40歳夫婦・子ども一人 ○＝賛成、×＝反対、△＝３名中１名反対（他に８件の意見書案が提出されました）

内　　容

日
本
共
産
党

湖
誠
会

絆
の
会

公
　
明
　
党

市
民
ネ
ッ
ト

（
民
進
系
）

志
　
成
　
会

維 

新 

の 

会

チ
ー
ム
大
津（自民系）

請願 国民健康保険の保険料や減免制度を求める ○ × × × × △ × ×

国
へ
の
　

意
見
書
案

「働き方改革」法案の撤回を求める ○ × × × × △ × ×

生活保護基準の引き下げ中止を求める ○ × × × × × × ×

自衛隊航空機の安全と飛行見直しを求める ○ × × × × × × ○

質問
紹介）（
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市民の暮らしに寄りそった市政を求めて


